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午 前 午 後14:00-15:30
9‥30-11‥15巨1‥30-12‥15
9月3日 (日) 北京動物園訪問 両替､開講式､歓迎食事会
4日 (月) 発音復習と日常会話 実践活動 (情報収集)
5日 (火) テキス ト14課 13:15 音楽会
6日 (水) テキス ト15課 17:00 鮫子作り
7日 (木) テキス ト16課
8日 (金) 実践活動の準備 道聞きと買い物の実践19:00-京劇鑑賞
9日 (土) 北海公園､天安門､王府井訪問
10日 (冒)
11日 (月) テキス ト17課 カンフ-クラス
12日 (火) テキス ト19課 切り紙クラス
13日 (水) テキス ト20課 薙和宮訪問､音楽会､買物
14日 (木) テキス ト21課 太極拳クラス
15日 (金) 8:00- 万里の長城訪問
16日 (土) 14:00- 茶館訪問
17日 (冒) 実践活動 (午前中は準備､午後は中国一般家庭訪問)
18日 (月) テキス ト22課 カンフ-クラス
20日 (水) テキス ト25課













































項 目 1 (マイナス評価)､3普通､5 (プラス評価)までの 別の人数とコメント
1 2 3 4 5
1._レベルについて 0人 0人 1人 3人 4人
2.先生の教え方について 0人 0人 0人 1人 7人
3.進度について 0人 0人 0人 3人 5人
4.初日の情報収集の実践活動 0人 0人 0人 2人 6人
5.員い物の実践活動 (値切る) 0人 0人 1人 2-人 5人
②文化のクラスについて
項 目 1 (マイナス評価)､3普通､5 (プラス評価)までの 別の人数とコメント
1 2 3 4 5
1.カンフ-クラス 1人 1人 2人 2人 2人
2.太極拳クラス 1人 1人 1人 3人 2人
3.切り紙クラス 2人 1人 2人 1人 2人
24 第 1回中国語海外短期語学研修実施報告
③見学､旅行､体験などについて
項 目 1 (マイナス評価)､3普通､5 (プラス評価)までの 別の人数とコメント
1 2 3 4 5
1.9月4日の音楽会 1人 2人 2人 1人 1人
2.鮫子作り 0人 1人 2人 1人 4人
3.京劇鑑賞 0人 1人 0人 2人 5人
4.北海公園､天安門､王府井 0人 0人 0人 1人 7人
5.薙和宮､西単､音楽会 0人 0人 1人 3人 4人
6.万里の長城 0人 0人 0人 0人 8人
7._茶館 (茶と舞台) 0人 0人 0人 3人 5人
8.中国人の学生との交流 0人 0人 0人 0人 8人
④食事について
項 目 1 (マイナス評価)､3普通､5 (プラス評価)までの 別の人数とコメント
1 ~2 3 4 5
⑤宿舎について
項 目 1 (マイナス評価)､3普通､5 (プラス評価)までの 別の人数とコメント
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うことができました｡
中国語を学ぶことを通じて国際交流のすぼらしさや異文化を実感できたこ
とについて触れていたものもいた｡たとえば､以下のような記述があった｡
･中国に着いたばかりの頃は全くといっていいほど中国語を話すことができ
ませんでした｡ですから､最初のころは自分から学院の人々に話しかけよう
とも思わなかったし､授業もただ単位を取るためにがんばろうと思っていま
した｡それほど､当初に自分には国際交流に対する情熱がなかったのです｡
私が中国語を本気で習得したいと思ったきっかけは､たまたま同じ大学に留
学していたタイの学生と知り合ったことでした｡最初は自己紹介程度しかで
きませんでしたが､少しずついろいろなことについても中国語で話せるよう
になっていき､だんだん中国語で会話することが楽しくなっていったのです｡
その頃から私はもっとそのタイの学生と仲良くなるために､必死になって中
国語を勉強しました｡授業もより集中して受けるようになったし､日常生活
の中でも分からないことがあったら､すぐに辞書で調べる習慣を身につけま
した｡その結果帰国するころには､ある程度の日常会話をスムーズに使いこ
なせるようになりました｡
･-接するのが中国人だけでなく､世界各国から来ている学生もいて､彼ら
との交流もでき､お互いが異文化にも係わらず話していて面白かったし､やっ
ぱり国が違っても同じ人間なんだ､自分はとても小さい世界にいたんだとい
うことを実感できた｡
さらに､参加したことによって自分が変わったというような記述もいくつ
か見られた｡たとえば､次のようなものである｡
･-留学をすれば､価値観やものの見方が変わるということです｡私はこの
留学で人間的に成長できたと実感しています｡それはやはり､中国で3週間
生活することにより､色々な面で自信が身についたからだと思います0
･私にとってこの3週間はきっと私の人生のターニングポイントになるでしょ
う｡今ここで学んだこと､体験したこと､感じたこと､この全てを心把刻ん
28 第 1回中国語海外短期語学研修実施報告
でこれからの中国語の勉強や生活そして将来につなげていきたいと考えてい
ます｡
6.おわりに
以上､アンケー トとレポー トの内容を中心に中国語短期語学研修について
みてきた｡参加した8名全員にとって､人生のひとつの節目ともなる貴重な
体験となったことがわかる｡
学生たちの中には帰国後すぐに留学生課に留学相談に行ったものもいた､
また､留学生センターで開講されている留学生と日本人学生の合同クラスに
参加したものもいた｡より長期の留学を決めた者もいる｡
わずか3週間ではあるが､留学により学生は成長し､変わるということを
目の当たりにすることができた｡
注
1)･中国語の短期語学研修の準備段階から実施､実施後については 『留学
交流』｢長崎大学における大学間交流の新しい取り組み｣(γol.18No.12
December2006ぎょうせい)に詳しい｡
